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・今月号から「みんなの

県政」を改題しましだ。

訓練セ ンタ一正門

今
日
の
産
業
社
会
は
、
技
術
革
新
時
代
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
変
化
は
著
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
産
業
界
が
働
く
人
達
に
求
め
る

知
識
技
能
も
、
次
第
に
高
度
化
し
、
専
門
化
し

て

お

り

、

そ

れ

に

伴

な

っ
て
、
こ
れ
ら

ま
た
、

の
技
能
者
に
対
す
る
社
会
的
評
価
も
、
年
々
高

ま
る
風
潮
に
あ
り
ま
す
。

職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の
社
会

的
要
請
に
答
え
る
た
め
に
、
新
し
く
技
能
を
身

に
つ
け
た
い
人
達
に
対
し
て
、
近
代
的
な
訓
練

施
設
、
設
備
を
整
え
、
優
秀
な
指
導
員
の
も
と

に
、
溶
接
科
、
建
築
科
、
ブ
ロ

ッ
ク
建
築
科
、

事
務
科
、
塗
装
科
、
配
管
科
の
六
職
種
の
訓
練

を
、
次
の
よ
う
に
行
な

っ
て
い

ま
す
。

訓
練
の
内
容

①
離
・

転
職
者
に
対
す
る
能
力
再
開
発
訓
練

配 塗 事 ブ 建 J宮
ロ ヨ11
、7

練
管 装 務

科建築ク

築 接
科

名
科 科 科 科 科
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す

受喜験 雲格
証了 接量検定溶技ク

る

種第
珠算検定

資

格

書任技術者 接能j技f 容

4 
験格資

類受験格資
3 

上級以

、ーー、-------、ーγ ーJ

実務年世短縮 訓樟期畳験間中

修後了

樺期戸験訓間中A L 

修後了 修後了 {後了| 多

輯期受訓間験中

要
2 2 5 2 
年 年 年年
グ〉 の σ3σ3 {牛

務実 務実 務実 務実

'-

卒業間近ともなると第 2の人生をかけ る転職訓練は

一層活気がみ なぎる (建築科)

②
在
職
労
働
者
に
対
す
る
訓
練

開
成
人
訓
練

川
受
託
生
訓
練

③
県
民
技
能
講
座

義
務
教
育
修
了
者
で
、
技
能
習
得
の
意
欲
の

あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
入
所
で
き
ま
す
。

訓
練
中
は
、
授
業
料
、
実
習
費
は
無
料
で
、

雇
用
保
険
受
給
者
に
は
、
訓
練
修
了
ま
で
保
険

金
が
継
続
支
給
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
四
五
歳
以

上
の
方
に
は
、
所
定
の
手
続
き
が
あ
れ
ば
月
額

六
万
五
千
円

1
七
万
五
千
円
程
度
の
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

産
業
界
が
要
求
す
る
技
能
を
身
に
つ
け
て
、

新
し
い
生
活
を
ひ
ら
く
セ
ン
タ
ー
で
す
。

昭
和
五
三
年
度
富
山
県
予
算

か しニぃ消費者 シ リース・N0.14

食 品添加物を考える 16ー 17
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昭和53年度富山県予算 |ー12

施策の力点 「心』 と 『体』

ふ る さとの 民話①

市姫 さま 10-11 

採算 がと れ る大豆生産 12ー 13

振動規制 14ー 15

主
D
/
、
ド
レ

施
策
の
力
点
「
心

」
と
「体

」

昭
和
五
三
年
度
の
富
山
県
予
算
案
な
ど
来

年
度
の
施
策
を
主
に
審
議
す
る
二
月
定
例
県

議
会
は
、
二
月
二
八
日
に
招
集
、
二
一
日
間
に

わ
た
る
審
議
を
経
て
三
月
二
十
日
、
昭
和
五

三
年
度

一
般
会
計
予
算
な
ど
の
重
要
案
件
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
だ
。

中
田
知
事
は
、
所
信
表
明
に
あ
だ
り
、
よフ

年
は
経
済
、
財
政
を
は
じ
め
と
す
る
諸
情
勢

は
極
め
て
厳
し
い
。
こ
の
と
き
こ
そ
私
自
身

に
対
す
る

《
天
の
与
え
だ
試
練
》
と
山
し
て

県
民
の
英
知
を
結
集
し
、
活
力
を
動
員
し
て

こ
の
難
局
巳
立
ち
向
か
え
ば
、
明
る
い
明
日

「
美
し
い
自
然

へ
の
展
望
が
ひ
ら
く
・--
---
u

と
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
確
保
し
、
ゆ
き
と

ど
い
た
福
祉
施
策
の
中
で
、
住
み
よ
い
富
山

県
を
つ
く
る
の
が
私
の
願
い
で
あ
り
、
特
に
、

ωと
体
を
中
山
と
し
た
諸
施
策
を
一
つ
一
つ

着
実
に
実
行
し
だ
い
ω
と
述
べ
て
♂
り
ま
す
。

五
三
年
度
予
算
は
、
当
面
の
厳
し
い
経
済

情
勢
に
対
処
し
て
、
景
気
の
回
復
と
雇
用
の

安
定
に
重
点
を
お
い
た
国
の
予
算
案
及
び
地

方
財
政
計
画
の
方
針
に
呼
応
し
て
、
道
路
、

河
川
、

都
市
計
画
、
土
地
改
良
等
の
公
共
事

業
に
つ
い
て
は
全
面
的
に
受
け
入
れ
、
本
県

の
実
情
に
即
し
た
土
木
農
地
関
係
の
県
単
独

オ

事
業
や
、
学
校
建
設
事
業
等
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
配
慮
を
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
先
巳
答
申
の
あ
つ
だ
寸
住
み
よ
い

富
山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画
の
修
正
計
画
L

の
、
〈
若
者
に
魅
力
あ
る
郷
土
を
実
現
す
る
こ

と
〉
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
戸
活
動
の
展
開
な
ど
に
よ

る
豊
か
で
山
の
か
よ
い
合
う
社
会
を
つ
く
る

こ
と
〉
の
重
点
目
標
に
沿
っ
て
、
県
民
の

ー
ズ
を
ふ
ま
え
、
特
に
福
祉
施
策
、
中
小
企

業
対
策
、
教
育
文
化
の
充
実
に
意
を
用
い
て

い
ま
す
。



400億円300 200 100 。
社会福祉、保健衛生の充実 236億円~救命毅急センターの設置など毅急医療

体制の整備促進

みよい
富山県を
つくる

自然を守り親 しむ対策の充実 17億 1千万円

県土の保全 230億 円

生活基盤の整備 172億7千万円~重度l山身障害者医療費公費負担にかか

る所得制限の実質的徹廃

~重度身体障害者授産施設の設置

生涯教育の推進 16億円

~軽費老人ホームの砿充

~ 老人・ l山身障害者、多家族世帯のため

の住宅資金融資制度を創設

交通網等の整備促進187億9千万円

社会環境の浄化

~生涯教育推進

~県立美術館の建設準備

九
六
八
億
七
千
万
円

108億7千万円

134億7千万円

労働対策の推進 16億7千万円

整備 49億4千万円

農林水産業の振興 384億2千万円

中小企業等の振興

~集団化による計画薮作など水田利用再

編対策の推進

~青年農業者育成基金の創設

~うまい米づく り

~農業基盤の整備

~農林水産業向け各種融資制度の拡充 .
~中小企業の近代化と各種融資制度の充実

~中小企業情報センターの開設準備

~雇用対策と労働福祉の充実

恥
汁
け

七
三
O
億

制
影
山
肌

一

千

万

円

愛
と
繁
栄

富
山
県
五
三
年
度
予
算

二
、
六
六
五
億
八
千
万
円

144億9千万円

400億円

青少年の健全育成 9億 1千万円

スポーツ活動 の振興 8億8千万円

気事業の経営 30億 1千万円

100 

山
一
%
六
二
九
億

引
時

八
千
万
円

三
三
七
一
一

そ
の
他



昭和53年度

富山県予算
地方交付税

573億2千 万 円 ・

(25.5%) 

地方譲与税

=性質別===2，251億2千万円

人件費 832億8千万円 (37.0%)

扶助費

恩給退職年金

24億円(2.9%)

5 

介担金及び

負担金

50億4千 万円

(2.2%) 

歳 出

一般会計

歳出・歳入調べ

2，251億2千万円

議会費 6億6千万円 (0.3%)
総務費 891:意9千万円 (4.0%)

民生費 99億6千万円 (4.4%)

衛生費 881:意2千万円 (3.9%)

労働費 17億3千万円 (0.8%)

農林水産業費 428億6千万円 (19.1%) 

商工費 72億3千万円 (3.2%)

土木費 484億2千万円 (21.5%)

警察費 119億1千万円 (5.3%)

教育費 630億円 (28.0%) 

4 

災害復旧費 36億7千万円 (1.6%)

公債費 119億3千万円 (5.3%)

諸支出金 18億7千万円 (0.8%)
予備費 40億円 (1.8% 
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ぞン
厄τ
努チ
辺を
程基
翼調

女
中
の
太
字
は
今
年
度
の
新
し
い
事
業
)

∞
∞
心
身
障
害
者
福
祉

重
度
心
身
障
害
者
医
療
伎
の
公
刊
一

負
判
制
度
に
お
け
る
所
作
制
限
を
実

目
的
に
撤
出
し
ま
す

社
会
一
川
祉
総
A
n
地
設
内
に

身
体
附
主
者
の
た
め
の
授
産
施
設
を

住
~rし

lij(. 

し

ん
れ
ん

t
R伎
町
一
与
者
一
川
何
千

当
に
つ
い
て
も
明
傾
す
る
な
ど

-健康の増進と

たくましい体づくり

-E幸三・J1afヨE
-教育と文化の充実

:ffi 
J主

2 

れ
ら
の
制
度
を

一
層
充
実
し
て
ま
い

リ
ま
す

∞
∞
生
き
が
い
あ
る
老
後
を

お
年
寄
リ
の
問
題
を
〆
J

え
る
と
き

に
た
た
単
に
明
え
る
と
い
う
こ
と

だ
け
で
な
く

産
業
構
造
の
変
化
に

あ

社
会
に
貢
献
し
て
き
た
左
人

よ

る

示

い

人

の

都

会

へ

の

流

出

家
政
制
度
や
状
主
立
誠
の
変
質
な
ど

時
代
的
背
景
か
ら
の
深
刻
な
も
の
が

うるわしい

人間関係、の推進

-基幹交通網の整備と

生活交通の確保

-就職の場の確保と

所得の向上

-美しい郷土と、

が
左
後
に
生
き
が
い
が
も
て
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
な
ど
を
通

じ
て

県
民
総
く
る
み
で
巧
え
た
し

の
あ
る
生
活
を

消
費
者
の
日
が
設
定
さ
れ
る
多

∞
∞
安
定
し
た
消
費
生
活
を

物
価
は
安
定
的
に
推
移
し
て
い
ま

す
が
、

消
費
に
関
す
る
相
談
が
多
い

と
こ
ろ
か
ら
、
今
年
は
、
消
費
生
前

セ
ン
タ
ー
に
苦
情
処
理
専
門
員
を
配

置
し
て
、
相
談
機
能
を
充
実
す
る
ほ

力、

「
消
費
者
の
日
」

を
設
定
し
て
、

物
価
対
策
の
一
環
と
し
て

消
叫
以
者

と
卒
業
訴
の
啓
発
及
び
相
互
信
頼
関

係
の
確
立
に
努
め
ま
す
。

佐
川
物
伐
の
流
通
と
価
惜
の
杭
祝

を
続
け
、
消
費
者
に
は
適
時
的
確
な

情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

∞
∞
地
価
の
安
定

公
共
事
業
等
の
大
師
な
拡
大
が

最
近
横
ば
い
基
調
に
あ
る
地
価
れ
影

響
が
で
な
い
よ
う
、
土
地
取
引
焼
制

の
よ
り
的
維
な
運
用
に
よ
り
、

地
価

安
定
に
努
力
し
ま
す
。

∞
∞
美
し
い
空

き
れ
い
な
水
を

大
気
川
染
の
観
洲
、
木
町
環
境
の

調
査
な
ど
、

公
主
防
止
の
た
め
の
監

川
悦
体
制
の
格
備
、
規
制
を
引
き
続
き

尖
地
し
、
ん
l
年
は
、
宅
ぃ
下
品
川
般
化
物
を

対
象
に
、

地
域
環
境
保
全
計
画
を
策

も
の
で
す
。

必
人
悩
祉
の
施
策
と
し
て
は
、
軽

費
老
人
ホ
!
ム
九
重
荘
の
拡
充
。
老

人
一制
札
セ
ン
タ
ー
設
置
の
助
成
を
い

た
し
ま
す
。

今
年
か
ら

も
し
家
族
が
疾
病
や

冠
婚
葬
祭
等
の
ト
率
的
に
よ
り

ね
た

き
り
主
人
の
介
護
が
制
め
て
凶
慨
に

な
っ
た
場
合

そ
の
老
人
を
一
時
的

に
保
護
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

∞
∞
次
代
を
に
な
う
児
童
の
た
め
に

児
'
章
一
が
健
全
に
育
つ

こ
と
を
願
い

1
1
11
1
U
K
旦
け
U

火
大
，
片
つ
ル
ゾ
〈
什
し
今
、
守
、
ー
氷

山
レ
ド
リ

7
4
42E
P
グ

E
主

ペ

柏

手

所
、
児
童
厚
生
施
設
の
町
長
備
運
営
の

た
め
の
助
成
な
ど
を
い
た
し
ま
す
び

ま
た
、

地
域
に
あ
っ
て

の
児
市
ク

一フフ

川
親
ク
ラ
ブ
な
ど

の
組
織
の

育
成
に
努
め
、
活
発
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

。

。

社
会
福
祉
の
明
進
に
つ
い
て
は

定
し
て
、
大
気
環
境
の
改
善
事
官
極

的
に
推
進
し
ま
す
σ

'

i

;

・

な
お
、
今
年
は
振
動
規
制
法
が
適

用
に
な
り
ま
す
よ
詳
細
は
一

問
責
参

~ 照

生
活
交
通
の
確
保

過
牒

・
山
村
対
策
、ζ
し
て
は
、

通

勤
、
通
学
な
ど
地
域
作
氏
の
日
常
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
氏

営
鉄

・
軌
道
投
ぴ
パ
ス
路
線
の
確
保

の
助
成
措
置
を
し
ま
す
。
廃
止
路
線

の
パ
ス
を
運
行
す
る
市
町
村
に
対
し

て
は
、
県
単
独
の
補
助
を
行
な
い
、

山
村
振
興
第
二
期
対
策
事
業
に
つ
い

て
も
助
成
し
、
地
域
に
適
し
た
産
業

と
教
育
の
振
興
、
医
療
の
確
保
等
総

人
目的
な
過
蝶
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

∞
∞
老
人
同
居
世
帯
等
に
住
宅
融
資

住
宅
対
策
と
し
て
、
今
年
は
、
家

族
の
多
い
世
情
及
び
左
人
、
心
身
障

-X
早
n
の
阿
川
す
る
世
帯
に
対
し
て、

低
利
な
住
宅
資
金
を
融
資
す
る
制
度

キ
伺
ぷ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
営
住
古
の
挫
設
と
肌
設

公
営
住
宅
の
改
良
等
を
あ
わ
せ
、
そ

の
地
策
の
充
実
を
図
リ
ま
す

∞
∞
朝
日
小
川
ダ
ム
の
建
設
着
手

思
山
川
川
な
木
の
布
効
利
用
を

H
的
と

し
て
定
め
て
い
る
河
川
総
合
開
発
に

つ
い

て
は
、
今
年
中
医
、

4
1
細
川
川
ダ

行
政
施
策
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
り

ま
す
が

こ
の
行
政
施
策
と
と
も
に

'H発
刊

創
造
性
問
か
な
い
民
間
の
社

会
制
祉
活
動
が
相
ま
っ
て
展
開
さ
れ

る
と
こ
ろ
に

真
の
ι
刑
制
か
あ
り

県
民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ぷ
調
に
推

進
し
た
い
と
巧
え
て
お
り
ま
す
。

多健
多康
多は
るか
雇け
渥が
塵え
量の
居な
突い
の目方

号雇
Z 
後

県
民
す
べ
て
の
万
に
健
康
な
毎
日

多」パ作・わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

と
い

つ
願
い
か
ら

健
康
管
理
の
必
要
性

を
広
く
惇
蒙
し

健
康
へ
の
意
欲
が

容
易
に
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
、
施
設

や
組
織
の
整
備
を
い
た
し
ま
す
。

∞
∞
中
病
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

救
急
医
療
体
制

の
持
備
と
し
て

そ
の
中
核
と
な
る
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
中
央
病
院
に
建
設
し
ま
す
。
ま

た
、
当
番
医
制
普
及
の
定
着
化
、
休

日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
病
.

院
群
輪
番
制
を
引
き
続
き
推
進
し
、

歯
科
救
急
診
療
所

の
建
設
補
助
、
公

的
病
院
の
医
療
施
設
整
備

の
助
成
措

置
を
図
る
な
ど

充
実
に
万
全
を
期

し
ま
す
。

∞
∞
早
期
発
見
早
期
治
療

1
成
人
病

l

県
内
の
成
人
病
で
一
番
多
い
の
が

救
急
医
療
体
制
と
相
ま

っ

てlJi治

中中
央 .

病
院

脳
卒
中
、
心
筋

ム
、
角
川
ダ
ム
を
完
成
し
、

ま
た
、

能
野
川
、
卜
山
川
第
二
、
出
川
の
各

タ
ム
も
引
き
続
き
住
訟
を
促
進
し
、

新
た
に
朝
日
小
川
ダ
ム
の
往
誌
に
荷

千
し
ま
す
。

自
然
を
守
り
親
し
も
う

優
れ
た
自
然
資
源
活
用
に
民
間
も
多
多

∞∞

緑
の
国
勢
調
査
ーを
実
施

広
く
動
物
、
柄
物
を
含
め
た
自
然

環
境

h
t般
一
に
わ
た
る
、

緑
の
国
勢
調

査
が
会
川
目
的
に
突
拍
さ
れ
ま
す
。

県

に
わ
品
け
一る
自
然
保
護
施
策
の
推
進
に

役
泣

つ
も
の
で
す
か
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
υ

∞
∞
立
山
な
ど
の
自
然
保
護

立
山
道
路
沿
綿
に
お
け
る
自
動
車

の
排
気
ガ
ス
等
が
、
動
航
物
に
与
え

る
影
響
を
は
握
す
る
た
め
の
定
点
調

査
。

厳
冬
期
の
雷
鳥
生
息
調
査
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。

i

立
山

防カ
ル
デ
ラ
一
帯
の
公
有
地
化

を
図
ふ
た
め
、
地
形
、
植
物
、
昆
虫

等
の
調
査
。
ぶ
山
や
称
名
滝
、
立
山

カ
ル
デ
ラ
、
有
峰
悶
辺
の
優
れ
た
自

然
資
似
の
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

民
間
ん
皆
め
た
体
制
づ
く
り
と
、
そ

の
推
進
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る

と
に
し
ま
し
た
。

∞
∞
自
然
に
親
し
む
施
設

引
き
続
き
平
村

の
凶
民
宿
舎
の
建

ー
硬
襲
、
が
ん
な
ど
に
対
応
す
る

C
T

ス
キ
ャ
ン

(
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

X
線

全
身
断
層
撮
影
装
置
)
等
高
度
な
診

療
機
器
を
捺
備
し
ま
す
。
ま
た
、
胃

が
ん
の
集
団
検
診
卓
の
更
新
、
集
同

検
診
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
食

巳

生
活
改
善
を
通
じ
て
、

家
庭
婦
人
に

よ
る
家
族
の
健
康
づ
く
り
対
策
を
進

め
ま
す
。

生
援
に
わ
た
る
健
康
地
進
対
策
の

中
核
と
な
る

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。

∞
∞
す
こ
や
か
に

l
母
子
保
健

1

す
こ
や
か
な
子
供
を
生
み
育
て
る

た
め
に
、
先
天
性
異
常
児
の
早
期
発

日
比
対
策
を
大
幅
に
拡
充
し
ま
す
。

氷
見
保
健
所
の
改
築

公
衆
浴
場

に
対
す
る
施
設
改
普
の
補
助
制
度
を

充
実
す
る
な
ど

保
健
衛
生
対
策
は

積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

設
を
進
め
、

朝
日
町
田
氏
休
養
地
に

自
然
公
園
展
望
休
憩
セ

ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。

整
備県
が民
ぷZ. 、
芯、五

が.同
れは

て
お太
り問

山
フ
ン

ド
の

県
単
独
事

業
と
し
て
運
動
広
場
、
受
水
槽
の
建

設
を
進
め
ま
す

常
願
寺
川
緑
地
公
開
及
び
岩
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
等
に
つ
い
て
も
、
計
画

に
従
づ
て
整
備
を
し
ま
す
。

美成
~ 11 

筆生
霊涯
尺に
震を〉
室~こ

量り
後

多

お
よ
り
よ
い
生
き
が
い
を

生
涯
教
育
は
、
各
世
代
に
ふ
さ
わ

し
い
学
習
の
場
と
機
会
を
提
供
す
る

も
の
で
、
自
己
伴
発
意
欲
と
、
よ
り

よ
い
生
き
が
い
を
求
め
る
気
運
の
高

ま
り
に
応
え
て
、
県
民
大
学
、
夏
苧

大
学
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

新
た
に
、
年
聞
を
通
じ
て
継
続
学

習
の
で
き
る
、

常
設
の
専
門
講
座
を

開
設
し
ま
す
。

地
域
で
の
存
極
の
学
級、

教
室
、

講
座
の
拡
光
、
社
会
救
出リ
間
体
へ
の

助
成
、
あ
わ
せ
て
社
会
教
育
指
導
員

を
増
や
し
、
民
間
有
志
指
導
者
の
養

成
を
凶
る
な
ど
、
地
域
社
会
に
密
ぷ

フ

し
た
社
会
教
育
の
充
実
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

∞
∞
心
に
潤
い
を

郷
土
美
術
の
伝
統
を
時
か
め
発
展

さ
せ
、
新
し
い
創
造
へ
の
可
能
性
を

き
り
ひ
ら
く
と
い
う
こ
つ
の
万
向
の

輸

を

結

び
わ

け
る
よ
一
つ
な
性
格
の

寸美
」
内
殿
盆
、

県
立
美
術
館

の
佳

設
準
備
主
を
設
置
し
ま
す
。

ト

美
術
館
に
は
、
郷
土
の
自
然
と
風

俗
な
ど
を、
主
題
と
し
た

「
ふ
る
さ
と

富
山
」
の
絵
画
の
制
作
を
は
じ
め

若
人
の
心
の
糧
と
も
な
る
優
れ
た
収



蔵
n
川
の
時
保
を
い
た
し
ま
す
。

.、

、げ，

v
肌・
・1

L
1
1
1
 

J
L
V
剖
タ
ム
吋

tJ

文
化
的
欲
ボ
に
応
え

て
、
川
町
展
、
芸
術
祭
な
ど
を
開
山
附
し
て

μ
川
山
保
を
山
.v
か
に
打
て
ま
す
。

∞
∞
無
く
し
た
い
交
通
禍

辺
路
交
通
安
全
施
設
の
川
村
備
事
業

を
大
川
に
拡
充
し
、
逆
転
者
、

1.1，' 
ff 

胤
制
の
強
化
を
図
リ

交
通
事
故
の

折
、
山
松
市
利
回
μ
刊
の
教
打
、

交

通

減
少
似
山
を

さ
ら
に
長
則
的
に
定

泊
す
る
よ
う
努
め
ま
す

水
田
利
用
再
編
対
策
は
村
ぐ
る
み
で

z
z
z漁

業
振
興
資
金
の
融
資
制
度
を
創
設

z

m農
業
青
年
の
船
新
設

ま
た
、
高
福
祉
農
村
の
建
設
を
め

ざ
し
、
農
村
総
八
日
都
備
モ
デ
ル
事
業

の
推
進
、
生
前
環
境

の
整
備
を
図
り

食
料
の
供
給
北
地
と
し
て

い
米
づ
く
り
農
業
を
中
心
に
推
進
し

ま
す
が

長
期
的
な
食
料
需
給
の
動

内
を
展
望
す
る
と
き

水
田
利
用
の

山
付
制
を
機
に

村
ぐ
る
み
の
体
制
で

計
向
的
、
集
問
的
に
転
作
作
目
の
定
着

化
を
推
進
す
る
巧
え
で
す
。

集
同
転
作
の
定
后
化
の
た
め
に

日
刊
千

の
時
川
開

ト
ド
レ
札
口
L

也
凡
メ
乃
ん
V
A

・
4

判
柑
刀

『
/
十

H
一一-t
d
J
L
E』

機
械
地
誌
等
の
条
件
幣
備
を
進
め

計
画
転
作
推
進
奨
励
金
制
度
を
設
け

ま
す民

業
泣
代
化
を
図
る
、
農
業
附
泣

改叫ト
4
1

事
業
、

岡
場
純
正
備
半
業
、

か
ん

か
い
排
水
卒
業
等
の
生
産
北

慌
を
拭
け

備
し

主
辛
い
ほ
し
八
と
叶
川
川
九
川
上
を
苅

j
j

J

4

!
;

l

l

 

リ
ま
す
。

成
不
円
の
鎚
は
、

技
術
と
情
報
に
あ
る

と
い
う
巧
え
か
ら
、
技
術
振
興
を
促

進
す
る
行
政
体
制
の
峰
、
化
を
図
リ
、

中
小
企
業
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
た
め
の
椴
備
を
い
た
し
ま
す
。

∞
∞
県
外
受
注
の
開
拓
に

下
請
中
小
企
業
対
策
と
し
て
、

中

小
企
業
振
興
協
会
に
専
門
員
を
設
置

し
て
、
県
外
交
一
庄
の
開
拓
と
受

・
発

注
の
促
逆
伯
化
に
努
め
、

小
規
般
企

業
対
策
と
し
て
は
、
記
帳
専
任
職
員

の
明

μを
図
リ
、
商
工
諸
団
体
の
育

成
強
化
に
努
め
ま
す
。

∞
∞
伝
統
産
業
の
育
成

「
と
や
ま
の
薬
」
の
地
位
を
確
保

す
る
よ
う
、

G
M
P
に
迎
合
さ
せ
て

指
与
を
強
化
し
、
配
置
版
売
用
医
薬

け
山
武
造
業
の
近
代
化
を
促
進
し
ま
す
。

井
波
町
の

伝
統
産
業
会
館
建
設
の

倒
助
、
特
産
品
の
開
発
、
版
売
促
前
一

の
助
成
、
物
産
展
の
開
催
等
に
努
め

ま
す
。

∞
∞
ジ
ェ
ト
ロ
の
誘
致

山H
H
勿
の
似
興
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
ダ
ラ
ス
、
ソ
述
の
モ
ス
ク
ワ
で
の

ノ
外
見
本
山

に
参
加
し
、
ま
た
、

ジ
ェ

ト
ロ
富
山
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
誘
致

の
川
ハ
体
化
に
以
内
め
ま
す
。

つ
中
小

ま
す
。

カ
ド
ミ
汚
染
田
は
、

関
係
市
町
と

土
地
利
用
計
画
策
定
の
協
議
を
進
め

な
が
ら

工
法
実
験
等
の

結
果
を
ふ

ま
、
え
て

一r
部
地
域
で

e

パ
イ
ロ

ッ
ト

的
主
従
一冗
卒
業
の
た
め
の
計
画
準
備

を
進
め
ま
す
。

今
年
は
特
に
、
農
業
後
継
者
育
成

に
力
を
入
れ
、

青
年
農
業
者
育
成
基

金
を
創
設
し
、
ま
た
、

農
業
青
年
の

船
を
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
派
泣
し
て
、
外
国
め
農
業
を
実

践
的
に
体
験
さ
せ
て
、
国
際
的
感
覚

を
身
に
つ
け
た
将
来
の
中

核

的
な

加

い
手
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

∞
∞
安
定
し
た
野
菜
価
格
を

国
芸
産
地

の
川
和
備
強
化
と

新
産

地
の
育
成
に
努
め
、
生
産
を
拡
大
し

野
菜
の
価
格
を
安
定
す
る
た
め
に

水
田
利
用
品
編
対
策
と
呼
応
し
て
、

補
て
ん
率
の

引
き
し
H

一げ、

保
証
本
準

州
側
の
改
定
、

対
象
数
量
の
拡
大
等

の

充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

∞
∞
飼
料
対
策
を
重
点
に

l
畜

産

l

相
飼
料
の
増
産
と
そ
の
効
率
的
利

用
、
公
共
有
成
牧
場
の
整
備
拡
充
、

高
産
団
地
の
育
成
、
優
良
家
高
の
導

入
を
図
り
、

商
産
物
の
流
通
対
策
や

萎
同
の
保
位
衛
生
対
策
を
強
化
し

て

い
き
ま
す
。

お
こ
O
O
カ
イ
リ
時
代
に
向
か
っ
て

一一

o
o
bイ
リ
時
代
の
到
来
と
い

っ
、

水
産

量

に
と

っ
て

重

要
な
事
態

合
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
処

し
て

漁
業
泊
業
資
金
な

ど
漁

業

振

興
資
金
融
資
制
度
を
創
設
し
た
は
か

何
よ
り
も
緊
要
な
一
雇
用
の
安
定

多
多
多
多
多
勤
労
者
い
こ
い
の
村
建
設
促
進
多

Z
Z

∞
∞
勤
労
意
欲
へ
の
福
祉

∞
∞
積
極
的
な
雇
用
安
定
を

長
び
く
景
気
の
停
滞
に
よ
り
、
構

造
不
況
業
械
を
は
じ
め
と
し
て
、
多

F

は控〈
]唱えの

望1tfl企
退 IIJj 業
職がに
者続お
をき b、
募
るーは
な部
どの求

企人
原'業の
用で手

情
勢
は
一
段
と
深
刻
さ
を
明
し
て
お

り
ま
す
。

県
民
生
活
の
安
定
に
は
、
雇
用
の

安
定
が
何
よ
り
も
緊
要
で
あ
る
と
考

え
、
労
働
対
策
と
し
て
、
緊

急

雇

用

対
策
連
絡
会
議
を
活
用
し
、
さ
ら
に

就
職
段
助
制
度
な
ど
各
舵
の
雇
用
安

定
制
度
の
活
用
、
雇
用
~
王
懇
談
会
、

活
回
相
談
、
求
人
開
拓
、
失

業

の

防

止
、
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
じ
努

め
、
特
に
、
中
高
年
齢
者
、

心
身

障

害
者
の
一
雇
用
促
進
な
ど
、
雇
用
の
安

定
に
努
め
ま
す
。

∞
∞
能
力
再
開
発
訓

練

職
業
訓
練
は
、
特
に
、
中
高
年
齢

者
、
離
戦
者
の
能
力
再
開
発
訓
械
に

市
一
点
を
お
き
、

い
下
業
内
峨
業
訓
糾

の

弘
充
も
図
リ
ま
す
。

勤
労
者
金
融
対
策
を
γ

段
と
充
実

機
構
を
強
化
し

漁
港
及
び
沿
岸
漁

坊
の
特
怖
を
粘
極
的
に
進
め
ま
す
。

支
ThJ
に

栽
培
漁
業
の
推
進
、
流

通
川
工
地
設
の
柊
仙

内
水
出
漁
業

の
似
附
(
に
努
め

水
高
資
川
仰

の
時

保

と
漁
業
経
営
の
安
定
を
阿
リ
ま
す
。

∞
∞
山
村
振
興
の
基
盤

1
林

業

1

林

道

半
世
采
を
推
進
し
、
森
林
組
人
口

へ
の
代
以
付
全
の
増
大

林
業
労
働
者

の
他
山
川
け
い
れ
即日

に
配
版
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
公
背
造
林
の
推
進
や

例
人
有
林
の
保
有
事
業
に
も
配
慮
し

優
良
林
地
育
成

パ
イ

ロ
ッ
ト
卒
業
の

推
進
な
ど

林

業

の
柿
造
改
汗
を
図

り
ま
す
。

安
定
成
長
下
に
鉱
健
全
な
発
展
を

zzz多
中
小
企
業
情
報
セ
ン
タ
ー
設
置
ヘ
多
多

Z
Z

∞
∞
円
高
対
策
法
の
活
用
等
助
成
策

「
円
高
対
策
法
」

が
施
行
さ

オL
国

信の
用
某
証

の
拡
大
等
グ〉

助
成

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
た
の
で
、

こ
れ
の

積
極
的
な
活
用
を
図
リ
、
影
響
企
業

の
対
策
に
万
全
を
期
す
る
な

ど

、

中

小
企
業
が
安
定
成
長
下
に
お
い
て
、

健
全
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
よ
う
助

成
策
と
適
時
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

∞
∞
安
定
し
た
経
営
を

経
済
事
情
の
急
変
か
ら
、
協
同
組

合
を
通
じ
て
活
路

開

拓
調
査
指
導
を

実
施
す
る
な
ど
し
て

、
事
業
転
換
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
中
小
企
業
の

対
織
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

不

出

の
長
期
化
か
ら
、

信
用
補
完

機
能
の
強
化
が
肝
要
で
あ
り
、
こ

の

し
た
ほ
か
、
待
望
の
勤
労
者
い
こ
い

の
村
建
設
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

勤
労
背
少
年
ホ

l
ム
と
働
く
婦
人
の

家
の
建
設
に
助
成
す
る
な
ど
、
勤
労

相
祉
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

景
気
浮
揚
HUH-
新
幹
線
の
早
期
建
設
を

zzzz八
尾
中
核
工
業
団
地
の
造
成
計
画
進
行

z

m
北
陸
自
動
車
道
五
七
年
に

ま
で
の
ム
七
年
開
通
を
目
途
に
進
め

北
陸
新
幹
線
建
設
は
、
現
下
の
日

本
経
済
の
景
気
浮
揚
策
と
し
て
も
、

早
期
実
現
す
る
た
め

の
努
力
を
市
ね

ま
す
。

北
陸
自
動
市
道
は
、
市
山
|
朝
日

ま
す
。

航
空
機
の
ジ

ェ
ッ
ト
化
に
対
処
し

た
山
山
空
港
の
拡
必
は

)11 
グ〉

快

引
実
験
を
継
続
し

必
要
な
調
作
を

進
め
ま
す
。

の
調
和
の
と
れ
た
教
育

次
代
を
担
う
育
為
な
人
材
育
成
多
多

∞
∞
ゆ
と
り
あ
る
充
実
に
た
教
育

学
校
教
育
は
、
創
造
力
に
白
む
知

性

の
育
成
、
山
か
な
人
間
性
の
副
養
、

健
全
な
休
づ
く
リ
の
増
進
を
図
リ
、

ゆ
と
り
の
あ
る
、
し
か
も
、

充
実

し

た
教
育
課
れ
を
展
開
し
、
教
育
環
境

の

Mm備
に
努
め
ま
す
。

人
間
形
成
を
使
命
と
す
る
学
校
教

育
本
来
の
立
場
を
ふ
ま
え
、
教

育
地

設
、
教
育
内
容
を
改
善
し
、
教
員
の

指
導
力
を
増
進
す
る
た
め
の
、
初
任

者

研

修
、
内
地
留
学
、
海
外
研
修
等

を
高企
等回
学推
校 ，iI:E
はし
、ま

主す
体 。

的

告IJ

( I ~) 

だ
め
、

中
小
企
業

信
用
保
証
協
会
に

対
す
る
出
摺
金
及
び
貸
付
金
を
増
額

し
、
中
小
企
業
安
定
振
興
基
金
の
充

実
、
県
単
独
札
各
種
融
資
制
度
の
枠

巴

を
拡
大
し
て
、
金
融
の

円
滑
化
を

図

り
ま
す
。

∞
∞
近
代
化
へr

・
合
理
化
へ

企
業
体
質
の
改
善
、

強
化
を
図
る

た
め
に
、

自
己
資
本
充
実
促
進
資
金

を
大
判
に
明
額
し
、
設
備
近
代
化
資

金
、
高
度
化
資
金
の
充
実
を
図
り

ま

す
商
業
時
抗

の
変
化
に
伴
う

商
庖

術
の
近
代
化
、
共
同
病
舗
の
設
備
等

に
配
立
し
て
い
ま
す
。

∞
∞
発
展
へ
の
道

1
技
術
と
情
報

i

こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
の
発
展
の

同
道
八
号
の
高
山

・
高
岡
聞
の
四

iド

*J~ 
化

境
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現

と
氷
見

・
高
岡
道
路
の
繋
備
を
促
進

し
ま
す
。

∞
∞
雇
用
機
会
の
創
出
へ

山
山
新
地
周
辺
へ
の
企
業
誘
致
の

努
力
と
、

八

尾

中

核

工

業

団

地

の

造
成
計
州
を
進
め
、
雇
用
機
会
の
創

出
、
工
業
情
泣
の
高
度
化
を
図
り
ま

す
。工

業
用
水
道
事
業
の
建
設
に
は

将
来
展
望
に
た

っ
た

'水
資
似
の
雌
似

を
図
り
ま
す
。

9 

能
力
の
伸
張
の
徹
底
を
図
リ
、

次

代

を
担
う
有
為
な
人
材
育
成
に
努
め
、

左
朽
、
危
険
校
合
の
改
築
を
中
心
に

学
校
施
設
の
照
備
拡
充
を
図
り
ま
す
。

∞
∞
し
ら
と
り
養
護
学
校
開
校

養
議
学
校
教
育
の
義
務
化
に
備
え

て
、
料
待
者
教
育
の

「
し
ら
と
り
養

護
学
校
」
の
開
校
、

高
心
主
必
学
校

に
高
等
部
を
新
設
、

ふ
る
さ
と
養
護

(ロ
U
ハ
へ
続
き
ま
す



む
か
し
の
む
か
し
あ
つ
だ
と
。

上
市
の
町
、
ガ
市
場
町
と
し
て
開
け
て
か
ら
¥
一
家
、
ガ
だ

ん
と
建
ち
な
ら
ぶ
よ
う
に
な
っ
だ
こ
ろ
。

じ

ろ

う

う

え

も

ん

次
郎
右
衛
門
と
い
う
¥

直 こ
なの
商宮町
人会に
か
あ
っ
た
と

た
い
そ
う
な
正

朝
早
う
ら
と
¥
い
ろ
い
ろ
な
口
凹
物
を
か
つ
い
で
家
を

出
て
¥
あ
ち
こ
ち
売
り
に
歩
い
だ
。
夕
方
に
な
る
と

ほ
と
ん
ど
売
れ
切
れ
て
し
も
う
く
ら
い
¥
評
判
、
ガ
よ

か
つ
だ
。

あ
る
年
の
四
月
ご
ろ
¥

春
の
雲
、
ガ
ふ
ん
わ
り
と
浮
か
ん
ど
る
あ
る
日
¥

市
の
町
の
万
ま
で
¥
口
凹
物
を
か
つ
い
で
い
つ
だ
と
。

そ
の
日
は
¥
み
ん
な
売
れ
だ
も
ん
で
¥
ほ
く
ほ
く
の

笑
顔
で
家
ヘ
帰
る
こ
と
に
し
だ
。

夕
日
も
西
の
山
ヘ
沈
ん
で
¥
あ
だ
り
、
ガ
う
す
暗
う
な

つ
だ
か
ら
¥
急
い
で
い
る
と
¥
向
こ
う
の
万
か
ら
¥

何
と
も
い
え
ぬ
¥
自
の
よ
い
¥
美
し
い
お
姫
さ
ま
が

歩
い
て
こ
ら
れ
る
の
に
気
、
ガ
つ
い
だ
。

手
に
は
梅
の
枝
を
持
っ
て
お
ら
れ
¥
そ
の
花
の
匂
い

が
た
だ
よ
う
て
い
だ
。

い次
つ郎
も右
こ衛
の門
道は
を思
通fう
うだ
と。
れ
ど

ん
な
き
れ
し1
な

お
姫
さ
ま
に
は
¥
ま
、
だ
¥
い
っ
ぺ
ん
も
会
う
だ
こ
と

ガ
な
い
な
あ
ー
と
。

立
ち
ど
ま
っ
て
見
て
い
る
と
¥
そ
ば
へ
寄
っ
て
こ
ら

れ
て
¥
お
っ
し
ゃ
つ
だ
。

寸
次
郎
右
衛
門
よ
。
そ
な
だ
は
¥
毎
日
自
白
、
ま
じ

め
に
¥
正
直
に
¥
よ
く
働
い
と
る
の
う
。
感
山
、
じ
ゃ

わ
い
。
こ
ん
ど
¥
そ
な
だ
の
町
の
万
に
ま
芝
¥
新
し

い
市
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
だ
。

わ
た
し
は
¥
市
姫
と
い
う
も
の
や
。

こ
れ
か
ら
行
っ
て
¥
新
し
い
市
の
商
売
が
繁
昌
す
る

よ
う
に
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
来
だ
よ
。
そ
な
た

の
万
で
よ
か
っ
だ
ら
¥
町
ま
で
い
っ
し
ょ
に
行
つ

て
も
ら
え
な
い
か
ね
L

。

次
郎
兵
衛
門
は
¥
そ
の
あ
姫
さ
ま
が
¥
ど
ん
な
お
万

ガ
¥
ほ
ん
と
う
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
¥
市
を
盛

ん
に
し
て
下
さ
る
と
い
う
の
が
¥
だ
い
そ
う
育
、
ガ
だ

か
つ
だ
の
で
¥

「
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
ぜ
ひ
商
売
を
繁
昌
に

し
て
下
さ
れ
。

こ
れ
か
ら
¥
道
、
ガ
悪
う
な
り
ま
す
さ
か
え
¥
歩
き
に

く
い
で
し
ょ
う
か
ら
¥
お
ん
ぶ
し
て
あ
げ
ま
す
し
と

二
百

ぶ
ん
・

石
崎
直
義

え

久
米
宏

-
今
月
号
か
ら
十
二
か
月
間

?
b
る
さ
と
の

民
話
』
を
お
届
け
し
ま
す
。
一

ぶ

ん

・

石

崎

直

義

(
い
し
ざ
き
主
お
よ
し
)

一
九

O
四
年
、

福
光
町
に
生
ま
れ
、

教
員
生
活
の
か
た
わ
ら
地
方
史
の
研

究
と
普
及
に
努
め
、
退
職
後
も
県
史

編
さ

ん
委
員
な
ど
、

郷
土
史
発
掘
に

活
躍
し
、

民
話
で
は
定
評
が
あ
る
。

主
な
作
品
は
、

越
中
の
民
話
、
越

中
の
伝
説
、
若
狭
越
前
の
民
話
、
秘

境
五
箇
山
な
ど
が
あ
る
。

い
っ
て
¥
背
中
に
負
う
て
あ
げ
だ
と
。

ち
ょ
っ
と
も
重
い
と
は
思
わ
れ
、
す
¥
や
す
や
す
と
歩

土
に
深
<
埋
め
て
¥
そ
の
上
に
お
宮
を
建
て
¥
ま
だ
¥

き
¥
夜
お
そ
く
町
に
著
い
だ
。

境
内
に
悔
の
木
を
植
え
だ
と
。

こ
れ
、
ガ
¥
今
の
市
姫
神
社
で
あ
る
と
。

そ
こ
で
¥
背
中
か
ら
あ
り
て
い
芝
、
だ
い
た
と
こ
ろ
¥

そ
れ
か
ら
の
ち
¥
上
市
の
町
、
ガ
¥
市
場
の
町
と
し
て

お
姫
さ
ま
で
は
の
う
て
¥
大
き
な
石
を
お
ろ
い
だ
の

び
っ
く
り
し
¥
ま
だ
¥
ひ
ど
う
ふ
し
ぎ
で
な
ら
な
ん

大
繁
昌
し
て
き
た
の
だ
そ
う
な
。

だ、

つ
だ

だ、

る。 今
で
も
¥
年
よ
り
だ
ち
が
話
し
伝
え
と
る
こ
と
が
あ

そ
れ
は
¥

朝
早
う
ら
と
起
き
て
¥
お
宮
ヘ
参
る
と
¥
前
の
川
で

夜
、
ガ
明
け
て
か
ら
¥
町
の
物
知
り
の
老
人
に
話
し
て

「
そ
の
方
は
き
っ
と
¥
市
を
守
っ
て
下
さ
る
¥

畠
姫
命
に
ち
が
い
な
い
。

市工
杵き

〈
歪
の
お
釜
を
洗
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
お
姫
さ
ま
の
姿

み
だ
と
こ
ろ
¥

ガ
見
ら
れ
る

l
と
か
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
だ
¥
梅
の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
¥
か
が
や
く

も
つ
だ
い
な
い
か
ら
¥

そ
の
大
石
を
杷
っ
て
お
社
を

ば
か
り
の
美
し
い
お
姫
さ
ま
、
ガ
¥梅
の
花
を
持
っ
て
¥

中
町
通
り
を
現
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ー
と
も
い
い
伝

建
て
よ
う
!
と
い
う
て
¥
町
の
人
び
と
に
呼
び
か
け

て
く
れ
だ
。

え
て
い
る
そ
う
な
。

こ
れ
を
聞
い
だ
者
は
¥
み
ん
な
喜
ん
で
¥
そ
の
石
を

語
っ
て
そ
う
ろ
う
。

f---at---l-

解
説

こ
れ
は
上
市
の
伝
説
で
あ
る
。
氷

見
の
町
に
も
市
姫
社
が
あ
っ
て
、
市

の
守
り
神
に
な
ら
れ
た
話
が
い
い
継

が
れ
て
い
る
。

一
つ
の
古
代
信
仰
で
あ
り
、
市
場

町
の
振
興
に
、
女
性
の
役
割
を
重
ん

じ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

え

・
久
米
宏
一

(く
め
こ
う
い
ち

一
九
一
七
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。

童
画
グ
ル
ー
プ

「
車
」
お
よ
び
「
版

の
会
」
同
人
。
日
本
美
術
会
、
児
童

出
版
美
術
家
連
盟
に
所
属
。
絵
本
、

さ
し
絵
な
ど
に
活
躍
、
一
九
七
六
年

小
学
館
絵
画
賞
受
賞
。

主
な
作
品
は
、
ヤ
ン
、
出
か
せ
ぎ

カ
ラ
ス
、
や
ま
ん
ば
な
ど
が
あ
る
。



学
校
に
特
別
教
引
を
設
置
し
ま
す

∞
∞
私
学
の
特
色
を
発
揮

私
学
の
も
つ
特
色
が
十
分
発
揮
で

き

る

よ

う

に

高

等

小

校

幼
稚
凶

の
教
育
水
準
の
向
上
と

父
U
ん
の
杭

済
的
れ
何
一
軽
減
に
特
段
の
配
慮
し
ま

す
。

∞
∞
高
等
教
育
機
関
誘
致
に

高
等
教
育
に
寄
せ
ら
れ
る
熱
志
に

∞
∞
四
番
目
の
青
少
年
の
家
建
設
へ

青
少
年
が
、
自
己
の
能
力

・
適
性

に
応
じ
て
、
社
会
の
各
分
野
で
、
若

採算がとれる

「大豆生産J

大豆共励会の成績結果

Kニ力111]1) p= *~奔再交N=空言葉(成分計，;己号土壌条件・栽培技術の内容

リ)，i:.~

え

高る
等の
教、は
育 t 県
機4 政

関の
幣iX
俄要
懇事課
談溜司
会正で
のn あ

共
体
案
を
早
急
に
得
て
、

地
策
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

砺
波
広
域
圏
内
位
青
山
A
J年

の
家
、

並
行
し
て
、

高
岡
地
区
べ
¥

取
り
組
み
ま
す
。

の。設
何言翠 v~f; 
;育備
館 、に
を 入
建り
設
し黒
ま ぷ音15
す 弘青
。 少

ま干、年
?こめ

家

水
田
利
用
の
再
編
と
い
う
、
稲
作

農
家
に
と

っ
て
は
、
気
の
重
い
春
を

め
て
下
さ
い

。

蛋
白
源
と
し
て

の
大
一立
の
認
識
を
深

迎
え
ま
し
た
。

。
大
豆
経
営
改
善
共
励
会
発
足

H
H
記
乍
こ
ま
可
い
J
j
j
η
h
J
l

H

1

l
l
(
7
i
t
L
Y
 

ー
採
算
は
と
れ
る

の
か

l

ー
何
千
は

l
版
路
は

l
等
々
。

検
討

会
は
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

。

。

。

こ
こ
に

一
つ
の

成
績
が
出
ま
し
た

の
で
、
転
作
へ
の
参
考
に
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、

一
般
の
万
も
机
物

け
て
、
全
国
に
指
定
市
町
村
を
決
め

大
一旦
経
営
改
善
共
励
会
が
発
足
し
て

(参考)大豆と水稲収益の比較

作物名 10a当たり収量 相 L~又主主 転作奨励金〔特別加算金(半均)) ノj、 三|ー 社営 'l~ )~í' :f!]， 刈水稲%

160kg 38，030 
55，000 円 93，030円 16，560円

7.5，4701-1j 80 

大 立
(67，000) (105，030 (88，470) 93 

380 90，310 
55，000 145，310 

16，560 
128，750 136 

(67，000) (157，310) (140，750) 148 

しと21 
500 158ぺ390 155，390 60，470 94，920 100 

和
国
を
訪
問

農
業
部
問
は

ア
メ

リ

発
し
て
、
凶
際
的
感
覚
と
規
律
あ
る

同
体
生
川
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
リ

キ
キ
す
。

た
く
ま
し
い
体
明
る
い
社
会

多
多
多
多
ノ
好
評
だ
つ
だ
ス
ポ
ー
ツ
大
学
H

四
地
区
で
多ノ

-
前
年
の
秋
に
、
ワ
ラ
(
一

0
ア
ー
ル
当
り
三
五

O

J
)

を
切
り
、
田
ん
ぼ
に
す
き
こ
ん
だ
。

-
一旦
の
闘
場
の
周
聞
に

、
二

0
1
一ニ

O
で
の
深
さ
の

排
水
溝
を
掘

っ
た
。

-
土
壌

P
H
の
矯
正
に
努
め
た
。

-
播
純
量
は
一

0
ア
ー
ル
当
り
六

J
と
し
、
欠
株
を

少
く
す
る
た
め
、
補
舶
を
三
回
実
施
し
た
。

・
施
肥
や
防
除
は
、
表
に
見
る
と
お
り
だ
が
、
特
に

鳥
害
防
止
の
た
め
に
、
種
子
に
ア
ン
レ
ス
剤
を
ま

カ
合
衆
国
時
リ
リ
フ
ォ
ル

ぷ
へ

旅
立

総

ス

'jh

、

点

、

‘

品

明

暗

E

3

4

 

%
ま
す
。

い
ず
村
も
十

一
息
凶
に
山

∞
∞
県
立
総
合
体
育
館
の
建
設
へ

す長騨貯蓄日
エ内 部j歪 常
i 四球戸怒鳴す 生
シ j:~つる j舌
ヨ。区たよの

ン ーで 県 つ 中
大 F開氏にに

議会。イif¥スすえ
を、ポすポ

計 富 |ぬ祭l
匝}j 山 ツまツ

し 県 大す治
ま レ 学 。 動

す;大
豆
増
収
技
術
改
善
展
示
圃
を
つ
く

っ
て
栽
培
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
富

山
県
で
も
十
二
市
町
村
が
指
定
を
受

け
、
排
水
と
土
壌
づ
く
り
、

鳥
主
口
や

病
害
虫
防
除
、

地
肥
な
ど
、

真
剣
に

illi111 
施 ijE J番 やE 高司 .~: 虫 日:}j 特、

サ:1 J也 ~~ 110 Wi 
j羽方

播 仇畦i K山~ I ~'I 場所 肥料名地 分 散布泣
穂 × Jt/!日 対象病存虫;}'， 主主 ;}'， JY! た

性 質 問最
株1111 

(10 a ) 日リ 'l!
知ちt 期 日 ;止 法主t

大沢野町 20 エ 5 I 5 6 B M~詐燐 l立 6 55 6月9日 キリウジ ダイアジ/ンキ"斉11 4kg 10 I 3 

*大久保
a ン _I. I 0 月 IJ!月 23.lkg P 8.8kg I 2ト21 

矯 kg × 
8月20I:J メイプ7'Jli、カメムシm MEp. BPMC粉河l /1 

}] 8 
レ

正hkiko z 
10 I 1017 21 12 I 0 

イ 日 H日 燐川l安46号 K 4. 2kg I I:J rm 8)] 30 I:J /1 1/ 
/1 i日 kg 

23.lkg 9月10日 /1 /1 /1 

jド)，1."， JJ14- 445f1i 1 30 エ '7 I 1 

1月50 1片5 (〕

硫安 7.0kg N 1.4kg 月5 嬬1直 4 I 70 8 11 2日 7 メハンメヨウ ダイアジノン粉斉11 3 kg 10 I 3 

l余川
a 1，/ グ 0

燃燐50.0k巨 PI0.0kg 
kg I X 

8 1120日 メイガ知、 カメムシ矧 MEド粉斉11 11 
11 4 

レ ボ'1 0 30 20 31 9 

イロ kg 臼 H I孟J)lJ15.0kg K 9.0kg 日 cm 9月5日 カメムン類、紫I.lE病 チオファネ fメチル+DDVP 100 e I:l I kg 
/ 

出llJrli
Jti直E {4Jfht 13 東iJJ )7 1 燐JJII安lO60OK号E N 1.5kg 

月6Jih番L 
4 I 7:0 7 I-! 10日 メイカ世目、カメムシ頬 MEP N再11 3 kg 10 I 3 

，lirH P 9.0kg 
kg I X 

8 I-! 5 EI 11 11 1/ 
I! 3 

2 I 81 2 10 2R 24 I 9 

a 号 日 燃燐20.0kg K 1.5kg EI cm 8月30日 /1 /1 /1 B I kg 

立山町
1壌土芭 4tj1h 1 

30 エ '7 I 1 6 6 そさい 2号 N 2.0kg 6 I r!I I 4 135 8月l日 ノイガ1ri、カノムシm M Pド粉荷11 3 kg 10 I 3 

大~
a 1 -〆

ポグ O 2 n J! 20.0kg P21.2kg 
月 f品 kg I X 

8 1!21日 1/ /1 1/ 
月 2 

レ 7 6 10 25 14 
イロ kg 日 日 "ill::t克燐 K 2.0kg 日 × 日 kg

ノ
60.0k日

2 
条

砺i庄市 壊土 積i中 15 エ 鮫3主 0l 月5j5j 
す作燐40.0kg P 8.0kg 月月 11~ 130 8月 l日 メイカ鎖、カメム ン矧 IBP ポリオキンン MPP 4 kg 10 I 3 

ÞF~t 
a I ./〆

t~1JUI6.0kg K 9.0kg 
× 

9月25日 紫斑病、 /1 1/ /1 
I-! o 

レ
石灰 k0 g 

10 I 25 5 I 20 15 10 I 6 

イ 日日 日日 × I:l I kg 
2 
条

悩光町
J境土直 1績共

30 エ
苦土 0 i 月5 月5 

続安10.Okg N 2. lkg 
月6 J直喬

4 I 70 7月25日 メイガ類、カメムン矧 MEP宇L斉11 100e 10 I 3 

香城寺
a ン

加盟14.0kg K 7.0kg kg I X 
8月17日 /1 /1 /1 

月 。
レ

石灰 k0 E 
25 I 25 5 25 211 5K2 H 

イ 日日 日 Cm 

小 ~:':'lìl)市
機Jj1l二i hi共，I( 1a 5 東llJ 

j肖 l 月5 I 8 8 金泉30.0kg N 8.0kg 月6 矯I在 6 I 60 7月29日 7 メハンメヨウ カルタ yプ BPMC 3 kg 10 I 2 

八j務EH ;灰「{ O0 月月
そさい 3号 P 9.9kg 

kg I X 
9月5日 紫斑病 ドイツボルドー500f;'; 100t 1I 7 

81 31 I 1 10 5 20 24 2 

号 kg 日 日日 25.0kg K 7.4kg I R cm 9月10日 /1 /1 /1 1I I kl( 

一

水
回
転
作
が
始
ま

っ
て
か
ら
、

「
田

ん
ぼ
で
も
大
豆
が
つ
く
れ
る
。」
と
昭

和
四
九
年
か
ら
、
大
豆
生
産
振
興
と

い
う
こ
と
で
、
国
が
県
の
申
請
を
う

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
数
年
の
苦
労
の
積
み
重

ね
が
あ

っ
て

「
表
」

に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、

昨
年

の
栽
培
結
果
は
、
相
当

良
好
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。ゐ.，.

た
農
家
紅
収
H

一塁
が
増
え
て
い
ま
す
。

-
一
0
ア
ー
ル
当
り

の
県
の
平
均
収

量
は
一
六

O
誌
で
す
が

、
こ
れ
を

は
る
か
に
上
回
り
、
最
低

で
二
七

二
話
、
最
高
は
何
と
三
八

O
誌
と

平
均
の
倍
以
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。

，主・価格、奨励金は見込額

ぶ
し
た
。

大豆収穫
380九への要因
大沢野の農家の実例

付
極
的
に
進
め
、

体
育
地
設
と
し
て

新
た
に
弓
道
場
を
設
出
し
、

県
立
総

合
体
育
館

の
建
設
調
奔
を
進
め
る
な

ど
、
計
画
的
に
施
設
の
拡
充
強
化
を

図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
健
康
を
増

進
し
、
明
る
い
地
域
社
会
を
つ
く
り

12 

ま
し
ょ
、
っ
。

。
大
豆
栽
活
の
コ
ツ

と
は栽

グ〉

結
果

か

り

見
て

え

る

-
ま
ず
何
と
い

っ
て
も
排
水
を
徹
底

土
づ
く
り
が
最
も
大

す
る
こ
と
と
、

切
で
す

播
種
は
、
発
芽
の
適
温

一
五
度
か

ら
二

O
度

C
に
達
す
る
五
月
下
旬

か
ら
六
月
上
旬
が
適
期
。

-
鳥
害
、
病
害
虫
の
防
除
を
徹
底
し

噌。
稲
作
を
し
の
ぐ
大
豆
所
得
、か

とれ
はるこ
申大の
さ 立 結
れ転果
ま作か
せがら
ん
が全今

部年
努こか
力うら
さな作
えるら

す
れ
ば
、
参
身
表
に
み
ら
れ
る
よ
う

に、

三
八

O
誌
の

収
穫
を
あ
げ
る
と
、

所
得
が
水
稲
よ
り
約
二
万
円
低
い
が
、

こ
れ
に
転
作
奨
励
金
を
加
算
し
ま
す

と
、
水
稲
を
し
の
ぐ
魅
力
あ
る
作
物

に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
よ
う
に
管
理
を
し
な
い

い
わ
ゆ
る

「
捨
作
り
」
を
や

め
て
、

新
し
い
作
物
を
つ
く
る
気
持
ち
で
、
栽

培
管
理
を
徹
底
し
、
さ
ら
に
村
ぐ
る

み
で
み
ん
な
が
協
力
す
れ
ば
、
よ
り

多
く
の
収
般
が
期
待
で
き
る
と
思
わ

守3

れ
ま
す
。



規
制
等
対
象
と
な
る
の
は
、

ど
こ
か
ら
発
生
す
る
振
動
か

一
、
特
定
工
場
等
に
関
す
る
振
動

こ
れ
は
、
プ
レ
ス
や
織
機
等
、
著

し
い
振
動
を
発
生
す
る
施
設

(
こ
れ

を

「
特
定
施
設

(表

1
)
」

と
い
い
ま

す
。)
を
有
す
る
工
場
ま
た
は
事
業
場

か
ら
発
生
す
る
振
動
で
す
。

二
、
特
定
建
設
作
業
に
関
す
る
振
動

こ
れ
は
、
く
い
打
機

(
写
真
)
や
鋼

振
動
は
、
私
た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て

い
る
も
の
の
一
つ
で
す
。

近
年
県
民
の
か
た
が
た
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
公
害
に
関
す
る
苦
情
に
も
、

工
場
等
か
ら
発
生
す
る
振
動
に
よ
る
も
の
が
、
か
な
り
見
受
け
ら
れ
.る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

振
動
に
よ
る
障
害
と
し
て
は
、
気
『
分
が
い
ら

い
ら
す
る
、
戸
・
障
子

や
物
が
揺
れ
て
気
に
な
る
、
睡
眠
の
妨
げ
と
な
る
等
の
生
活
妨
害
に
関

す
る
も
の
が
主
で
す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
壁
、
タ
イ
ル
等
の
ひ

び

割
れ
や
、
建
付
け
の
狂
い
等
の
物
的
被
害
に
お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

国
で
は
、
生
活
環
境
を
保
全
し
、

国
民
の
健
康
を
保
護

、
す
る
た
め

振
動
規
制
法
を
制
定
し
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
富
山
市
、
高
岡
市
等
七
市
四
町
に
つ

い
て
、
来
る
五
月

一
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
す
。

....: 

期
間
の

制
限
、
夜
間
作
業
お
よ
び

規
制
等
の
内
容
は

(
規
制
基
準
)

日
曜
休
日
に
お
け
る
作
業
の
禁
止

を
定
め
て
お
リ
ま
す
。

(
表

4
)

三
、
道
路
交
通
振
動
に
つ
い
て
は
、

一
、
特
定
工
場
等
に
関
す
る
振
動

に

つ
い
て
は
、
指

定
地
域
を
三
区
分

し
、
昼
間
と
夜
間
に
分
け
て
振
動

自
動
車
の
振
動
そ
の
も
の
を
お
さ

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
(
表

5
)

の
限
度
を
超
え
、
生
活
環
境

の
大
き
さ
を
定
め
て
お
り
ま
す
。

るが
と著
き し
はく

損
市わ
町れ
村 て
長い
はる
道 、と
路認
管め

(
表
3
)

二
、
特
定
建
設
作
業
に
関
す
る
振
動

に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
殊
性
か
ら

振
動
の
大
き
さ
と
同
時
に
、

理
者
ま
た
は
公
安
委
員
会
に
対
し

て
、
道
路
改
良
や
交
通
規
制
等
の

日

措
置
を
と
る
こ
と
を
要
請
す
る
よ

に
お
け
る
作
業
時
間
お
よ
び
作
業

う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

球
等
を
使
用
す
る
建
設
作
業
か
ら
発

生
す
る
振
動
で
す
。

(
表

2
)

、
道
路
交
通
振
動

こ
れ
は

自
動
車
が
通
行
す
る

と
に
伴
い
発
生
す
る
振
動
で
す
c

特定施設

機コ機級 ン 液
( ン、庄
コク (圧プ

ムリ)同 機線
練 I ス

型;九と 柱製ト 機織、破砕 機械

は機1、a時 一_l 1品戎弘 一ノ
合成 ン ( レ

械ク土ス
樹脂 、 1) 石用

練ド i ま せ
用ラトたん

ムフは議断
ノ¥ロ

合 i ソ務
成カク用鍛
樹脂 ! マ ) 造

シ 、機

機周射成形出 チ ン 摩砕
ツ 、ワ

パ コ機イ
i ン(ヤ
、ク 型 !

印リ、フ

、刷機 l ふ オ

鋳 トる!

型 械 機械管製造 いI 重YEK3 ロ、 f!Iτ竺=ヘI 、4グ/ 

機!、マ

ル分 シ

表 1

く
い
打
機
、
く
い
抜
機
、
く
い
打
く
い
抜
機
、
鋼
球
破
壊
機、

舗
装
版
破
砕
機
、
ブ
レ
ー
カ

l
を
使
用
す
る
作
業

表 2

特定

建設作業

規
制
等
の
対
象
と
な
る
地
域

は
ど
こ
か
(
指
定
地
域
)

住
居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
や
学

校
ま
た
は
病
院
の
周
辺
の

地
域
等
で

「
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
た

め
振
動
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
知
事
が
認
め
た

地
域
で
す
。

今
回
は
、
次
の
七
市
四
町
に
つ
い

〈
届
け
出
〉

規
制
の
対
象
と
な
る
方
は
次
の
区

分
に
よ
り
、
氏
名
、
住
所
、
特
定
地

設
ま
た
は
特
定
建
設
作
業
の
種
類
、

振
動
の
防
止
の
方
法
等
め
事
項
を
所

轄
の
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

一
、
工
場
ま
た
は
事
業
場
に
特
定
施

設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
は
、

特
定
施
設
の
設
置
の
工
事
の
開
始

の
日
の
三

O
目
前
ま
で
、
ま
た

、

既
に
こ
れ
ら
の
施
設
を
設
置
し
て

い
る
者
は
、
本
年
の
五
月
末
日
ま
で

て
お
お
む
ね
都
市
計
画
法
に
基
づ
い

て
定
め
ら
れ
た
、
第
一
種
住
居
専
用

地
域
、
第
二
種
住
居
専
用
地
域
、
住

居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、
商
業
地

域
、
準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
の
範

大
門
町

・
大
島
町

14 

規
制
を
受
け
る
の
は
誰
か

指
定
し
ま
し
た
。

囲
を

「
振
動
を
規
制
す
る
地
域
」

に

指
定
地
域
内
の
次
の
方
で
す
。

一
、
工
場
ま
た
は
事
業
場
に
特
定
施

富
山
市

・
高
岡
市

・
新
湊
市

設
を
設
置
し
て
い
る
方
と
、

こ
れ

か
ら
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
。

魚
津
市

・
氷
見
市

・
滑

川
市

砺
波
市

・
婦
中
町

・
小
杉
町

と
す
る
方
。

二
、
特
定
建
設
作
業
を
施
工
し
よ
う

帆

通‘

二
、
特
定
建
設
作
業
を
施
工
し
よ
う

と
す
る
方
は
、
作
業
の
開
始
の
日

の
七
日
前
ま
で
。

こ
の
ほ
か
、
届
け
出
違
反
、
命
令

違
反
、
報
告
違
反
等
が
あ

っ
た
と

なお、 ?t幻両院可ーの

!耳 j1150'01t:J. 1人l 枕び ~r~ 1 

的 l天城 と隣接する者¥2 

村;j:ZJ或(2)の段界線から

5001以内は、さらに

5 d BI厳しくする 。

特定工場等に係わる規制基準

孟z一一主竺ご
昼間 夜間

(時?iIZ与) (午語;おり
第 l種区域 第1・2種住居専用、住居 60 d B 55 d B 

第 2引(1) 近隣商業商業時 65 60 

区域 (2) 工業 70 65 

表 3

き
は

所
定
の
罰
則
が
適
用
さ
れ

な
お

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は

市
町

課村
に公
お 害
問 担
い当
合課
せま
くた
だは
さ県
い公
。 量三

対
策

?f~ I号|正I或

1:f~ 1・2的 ft:ll';.'，'i川

fU，';、 jlj:l溝1m業、尚

J史、株 l業、 l定I也

Ni.1人!のτ{:絞Jri.j):;t';す liij

jU8001 H I人l

~r; 2り1:<:域

~ ... ~ 1サl正成以外

特定建設作業に 係 わ る 規 制 基 準

振動の 作業のできない時間
1日における 同一場 日曜 日

作業時間 所にお 休日に

規 大きさ
第一号 第一号 第一号 第一号 ける作 おける

区域区域区域 区域 業時間 作業

制基準 lト門||明超でテ寺ー定え4 建設作業 午後 7 午後10I 10時間
14時間 連続し

地境界線時から 時から を超え を超え て6日 禁止

75 b Bを翌日午翌日午ないこ ないこ を超え

ないこと前 7時 前 6時と と ないこと

表 4

用語 説明

.デシベル(dB)

振動や騒音の大きさを表わす計量単位で

11直は標準娠動との比較の数値で表わす。

.基準値

敷地境界線での大 きさです。
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[)(:J或及び時間!の

¥1正分は、 1場等

Hこ{れヲる Ic{う/1こ

!V;ずる 。



る考

私
た
ち
は
、
何
日
の
食
生
出

の
中

で

一
日
平
均

ω
j叩
純
の
食
品
添
加

物
を
仰
い
取
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す

こ
れ
ら
の
食
品
添
加
物
は

食
品
に
使
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
も
無
制
限
に
食
品
に
使

っ

も
】
日
一
勿
入
I

f
丸

J

ノ
r

人
体
に
危
害
を
与
え
る
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
も
あ
リ
ま
す
。

今

回
は
こ
の
食
品
添
加
物
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

同

--
t'・・・
、
，
.
，‘
.
h
』--

mれ
山
・叱
州
U
州
岬
は
A
川
町
'iHJ園
1

近
代
以
前
の
社
会
の
よ
う
に

く
狭
い
地
域
内
で
し
か
食
品
が
流
通

消
費
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
時
代
と
比

較
し
て

現
在
は
杭
済
社
会
の
発
展

に
伴
う
食
品
の
大
量
加
工

広
域
版

売
に
よ
り
、
保
存
性
の
高
い

一
定

品

阿
川
の
食
品
が
求
め
ら
，れ
る
よ
う
に
な

リ
ま
し
た

ま
た

国
民
の
生
活
水

準
の
J

川
上
と
食
生
活
の
変
化
に
よ
り

一
層
便
利
な
食
品
が
求
め
ら
れ
る
よ

つ
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背

景
の
下
に

食
品
工
業
の
発
達
は
目

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り

力日
工
技
術

や
輸
送
貯
蔵
手
段
の
発
達
と
並
ん
で

多
純
多
様
の
添
加
物
が
大
き
な
役
割

を
果
た
す
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

食
ロ
∞
添
加
物
と
は

ヲミfk品
食
品
衛
生
法
第

2
条
に
よ
る
と

「食
品
の
製
造
過
科
に
お
い
て
ま
た

は
食
品
の
加
工
も
し
く
は
保
存
の
目

的
で

食
品
に
添
加

日
比
旧

受
問

1

1

j

j

 

そ
の
他
の
方
法
に
よ

っ
て
使
用
す
る

も
の

」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
食
品
添
加
物
に
は

食

ト品、つノ

カ
ラ
メ
ル
な
ど
の
今
大
然
の
も

グ〉

と

甘
味
料

保
存
料

J票
u 
斉IJ

な
ど
の
化
学
的
合
成
品
の

二

つ
に
大

別
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
天
然
の
も
の

.“ 

さ
れ
て
い
る
食
品
添
加
物

の
中
に
も

指
定
さ
れ
た
当
時
よ
り
も
高
度
な
毒

性
試
験
法
が
確
立
さ
れ
る
に
伴

っ
て

そ
の
安
全
性
に
疑
い
が
生
じ
る
可
能

性
の
あ
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
チ
ク

ロ
や

A

E
な
ど
の
よ
う

に
従
来

一
般

に
使
用
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
今
で

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
日
本

と
外
国
で
許
可
品
目
に
差
が
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
世
界
各
国
共
通
の
問

題
と
し
て
そ

の
再
検
討
の
必
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
ま
す

消
費
者
と
し
て
の
考
え
方

私
た
ち
消
費
者
は
、
食
品
製
造
業

者
か
ら
供
給
さ
れ
る
商
品
に
対
し
、

受
身
の
立
場
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

し
ょ
う
。

し
か
し
消
費
者
が
選
択
の

権
利
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消

費
者
の
要
望
が
製
造
而
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
俳
利
を
積
極
的
に

行
使
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
消
費
者
は
、
食
品
の

表
示
を
よ
く
読
み
、
不
自
然
な
も
の

疑
わ
し
い
も
の
は
買
わ
な
い
と
い
う

心
構
え
が
大
切
で
す
。

に

つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
祖
先
が
長

年
の
経
験
か
ら
毒
性
の
な
い
も
の
を

選
び
出
し
適
量
を
使
用
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
特
に
人
の
健
康
を
害

し
な
い
限
リ
自
由
に
使
え
る
こ
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。

方

化
学
的
合

ヲ

}
1し

成
白
川
は

食
品
衛
生
法
に
も
と
づ
き

厚
生
大
臣
が
適
当
と
認
め
て
指
定
し

た
も
の
以
外
は

食
品
に
使
用
し
て

は
い
け
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

食
ロ
∞
添
加
物
の
種
類
と
用
途

::.)自

食
品
添
加
物
と
し
て
認
め
ら
れ
て

j
ル
)
を
加
え
て
、

現
在
三
三
四
品

い
る
化
学
的
合
成
品
に
は

昨

年

4

目
で
、

そ
の
用
途
に
よ

っ
て
、
保
存

月
に
か
ん
き
つ
類
の
防
ば
い

か
び

16 

料
、
殺
菌
料
、

酸
化
防
止
剤
な
ど
に

防
止

)
剤
と
し
て
許
可
さ
れ
た

O

P

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

P

(オ
ル
ト

・
フ
エ
ニ
ル
・
フ
ェ
ノ

(
別
表
参
照

食
ロ
凹
添
加
物
の
安
全
性

食
品
添
加
物
は
少
量
ず
つ
摂
取
さ

れ
た
と
し
て
も
、
毎
日
の
蓄
積
が
人

体

へ
与
え
る
影
響
を
考
え
る
と
、
そ

た
め
、
動
物
実
験
に
よ

っ
て
、
急
性

毒
性
、
慢
性
毒
性
な
ど
の
試
験
が
行

な
わ
れ
、
こ
の
結
果
得
ら
れ
た
安
全

の
照
取
量
は
必
要
最
少
限
に
限
る
べ

き
で
す
。

こ
の
た
め
乱
用
さ
れ
る
お

な
他
に
更
に
通
常

一
0
0・
知
の
安
全

率
を
か
け
た
も
の
を

人
の
安
全
伊
、

そ
れ
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
使

用
食
品
や
使
用
量
あ
る
い
は
使
用
目

的
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て

こ
の
適
正
量
、
安
全
性
を
確
か
め
る

取
量
と
す
る
考
え
方
が
世
界
的
に
定

着
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
と
安
全
性

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
現
荘
指
定

用 j主 主な i尽力11 物 使用食品例

ビ叩li}j~" 保存j ピ椴一 しょうゆ
せる 。 キシ安息、存般エ ステル釘iなど
一一一一 一 一

菌などの微生物を殺し 次世Ih素般ナトリウム JM1内変化水素など 食品一般
持ちさせる

ターや魚介製品の油脂 ジプチル ヒドロキ シ トルエ ン(BHT)
バタ ー

a 

両変化を|坊ぐ プチルヒドロキシアニ ソール(BHA)など

な色に仕 1'-'ずる カロチ ン、制クロロ フイリ ンナトリウムなど
ジュース

II-IJ未料 甘味をつける
サ ッカリ ン、 サ ッカリ ンナトリウム、 D-ソル

食品一般
ビッ ト

ト一一一一一一一
「丙 をいつ までも鮮紅色に

発色斉IJ

占三
rftiJ自般ナトリ ウム、硝闘をナトリウムなど ハム・ソ ーセー ジ

ト一一一一一一一一

i:¥'{ (1斉IJ 脱色し、色を [jくみせる 次 '11i硫般ナトリウム メタ!]l;1Hi市般カリウム かんぴょう ・米;尖?!Jy

調味料
うま|味、円安|床、 目。|床など Lーグjレタ ミン般ナトリウム、 クエ ン般ナトリ

インスタン ト・ラーメ ン
のl床をつける ウムなど

ぷ:存半l においをつける アセト昨般エチルな ど コーヒ一 ・チ ョコレ ー ト

IW5保斉IJ ふくらます 炭般水素ナトリ ウム(草梓)など ビスケ y ト・長 f

:iL化斉IJ
水と油 をiitぜる助け をす

グ リセリ ン脂肪般エ ステル 、大任リ ン月日目など キャラ メル・ ノfン

強化斉IJ 栄養を泊化する ビタ ミン ま白、カ/レシウム庁IJなど 米

組i 半、|
なめらかさやねばりを与 アルギ ン般ナトリウム せ ん維素 グリコール般

アイスクリ ーム
える ナトリウムなど

結芯市IJ 民lごたえを与える ピロリン内変l~l!'~ 、メタリ ン般など 食品一般

被膜斉IJ
水分の蒸発を|坊ぎ、新鮮 円昨判長ビニル樹脂、オキシエチレン高級脂肪族ア

果物・野菜
さをNつ ルコール

小ョミ粉 小麦粉を i~J'{ Hし、熟成を
何1手t{過同変化ベンゾイル、 二内変化塩素など 小麦粉

改良部l促進する

消j包市IJ
製造、 }JIJTJ寺のあわをm

シリコー ン桔刊行 '，/，1寓
す

食品添加物の種類と用途
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臨瞳髄醸鑓錨髄蝿臨調瞳闇

-県政のうごき 2月16臼，__，3月15日

ハッチョr'-，卜ンホ

2月刊白磁厳冬期のライチョウ生態調査
調査隊が撮影した 2月のライチョウ

申をすることにしまじた。

これは県で 6昏Hのr'1然環J克保全地域で、 l)(杉 (入

特別天然記念物で、富山県の烏に指定され、県民に | 菩町)、縄ケ池 . ~'i杉(城端町 ) 、点制 Jj刊行'J- I11 dn、愛イ父

親しまれている「ライチョウ」は、果たして厳冬には I ( ~宇奈月町)、神通峡(制l 入村・大 iJ(野間nに次いでのも

どんなところで、どうして生，口、しているのだろう 7

立山j主峰の自然を守る会と県が共同で、全国で初め

て厳冬のライチョウ調査をしました。

2月7日に出発した調査隊(10名)は 、天狗平の立山

高原ホテルを宿泊基地 として、宅堂や天狗平を中心に

調査しました。

その結果、オス 6羽を確認しましたが、メスは全く

認めることができず、夏場に多く見かける室堂平や、

ミクリガ池周辺には見られず、谷よりのアオモリトド

マツなどの林の中に、姿や足あとが確認されました。

なお、オスは、気jilLがi]<.，t，'Cf4度以上で、天候が安定し

たときにエサを食べる行動がみられました。その他、

ライチョウの掘った雪穴や、フン、足跡等が峰認され

ています。

観察の結果

標高 2，300江以上では生息場所に適せず、天l蚊もこ

ないような谷などに下 りて越冬しているのではないか。

オス ・メスは別行動で 天候などの条件がいいとき

に、例えは、、夏のなわばリなどに姿を見せるのではな

いか、など推測されています。

J、ッチョウトンボ生息地(八尾町深谷)

2月20日商 =自然環境保全地域指定に3月答申=

県自然環境保全審議会の 自然環境部会では、賀県な

のです。

2月20日麗廷E32上位等級米比率

52年産米の出前状況と検査成績がまとまりました。

出荷数量25)j8，096 f ;.-で昨年よリ 7.1 ~;; .lfl 

内訳

政府米 10)j 5，578ん 自主流辿米15)j2，518トン

検査成績

うるち米 ・もち米合せて、 l等-3等級の上位

等級米の比率が、 80.8~';; で全凶平均5%';; をはるか

に上凶 1)、全国 3位の成績となり、銘fl)，j別ではコ

シヒカリが此ITTJで93.2~;; になりました 。

f[l'(生があ り、 ハ ッチョウ トンボなどが生息している、 E 

八尾町涼抑制ヘクタールを、県自然環境保全地域 12月21臼裏返振動と悪臭の規制答申

に指定するよう 、3月下旬の審議会で報告し、正式答 県公害対策審議会は 振動規制と悪臭規制(追1J11)の

オ9

w・， 

ー・.

地域指定、脱出I])I I~ W;についての弁咋門部会の報告ーを了

J本し、 J;II・Fに芥巾しました。

llLでは 4J-Jに;iiソj~し 、 5日から他行する寸勺とです。

県勢、初の総合7位に =第33回

2月22日麗国民体育大会冬季大会スキー競技会二

h民
-崎岬.，嶋崎崎

19 日、 l~ ~ i' ~I I ~ ~ I' l) (ìlui泉村で開 ~IJ~ された第33凶凶民体

育大会冬字大会スキー競技会に、，1_l'l山県選手同521'1が

参1)110 1 lIi:年本県で開IWされた 「おおやま l:li]体」での

成果をさらに I~~ リあげようと、弁;.'ili千は j主 H 脊''1-しま

した。

主主終日、純JIU出教l--iゼッケン 7番が踏切り子;から勢

いよく 11~ び I H した 。「 ワァー ッ」 とかん) ~ fがあがる 。ア

ナウンスが 「 i泣 1 -_n87~ ;;: 50 J と (1「げる 。 この瞬間、 liA

選千ltiI-，il:l:j ( 1'，沌巾 )の催勝が;;，とま 勺た。(ft~;立紙 )

こうした朗報を中心に高山県は、冬苧|王1i本初の総合

7位入賞という締かしい成総を桟しました。

コミュニティカレッジの誘致

2月27白磁名称は国主高岡産業大学に

全|玉川))のコミュニティカレ ッジを而|吋rh'こ誘致する

ための i，印刷地域大学設置協議会」は 、県から提案し

た、 1]~lii 而 |前j産業大学構jt、を了 4，しました 。

県は 3月ド'1，)に同構恕を文部省へ提山し、設置の陳

情をすることになりました。

2月28日寝室 2月定例県議会招集

WIJ県議会が招集され、会期lを3H 20日までの21日間と

決め、 一般会計2，251偲2，705)j円など予算271午、条例

18件、 その他10ftについて- tlf;Lれ し、 中田知事が提

案.fllldlを説明しました。(本文参]!¥i.)

高等教育機関の整備を・.....

3月4白磁=富山経済同友会が提言=

1;:山経消|百]友会は、山山県における高等教育機関の

柊備についての提言をまとめ、提斤内容を小冊 fにま

とめ、i'I治体、教育界、産業界へl配布することを発表

しました。

JA F干の 内科は、大'γ: なと、"{:-j等教育機関は、いまやりr~

内の人 U、文化、経済なと'tr，会構造にかかわる問題で

あるという Jj-えを基本に、日等教育機関の拡充格備は

山山りI~ における地域問題の故中:要テーマであると強制

して、県内都市の魅力化のうえからも、若年人 Uの流

出|坊|トーなどからも、全県あげての取り組みが必要であ

るとしています。

日体的には、住|立高|首1産業大学構恕の推進、凶iC0¥

山|矢料集令|大学への~~t やlìÎ助成財|寸!の設立、州大強化、

叩1"1学校の井格、新川地区での学同整備、山山大学の

拡充などを提言 しています。

日制県立高校入試
3月刊日麗 1.24倍

14、15のIJd日にわたる 53年度県立高校 (全 日制)の

入試に、 13，294人が40校 2分校で受験しました。

定以は 10 ， 697 人で、ユlil~)fi¥:率は 1.24倍となり、受験

昭和53年度の出山県子算案などを得議する、 2月定 | 生はJ¥.告IJに問題と取り組みました。
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<110番のしくみ〉 けても、すべて富山市の県警本部通信 . 公衆電話ボ ックスなどの青または責

1. あなたや、あなたのまわりの人が 指令室(上の写真)にかか ります。 色の電話機

. どろぼうやひ ったくり、けんかなど 通信指令室へは、このような 110番 電話機の上か横にある緊急通報用

の被害にあ 勺たとき 。 が 1日に30-50件もかかります。 ダイヤル 1・1・0と書いであるほうを

・ 交通事故やひき逃げなどの被害にあ 3. 110番の通報を受けた通信指令室 回してください。

ったとき 。 では、直ちに県内の各筈察署、派出所 プッシュ式電話機の場合 は、電話

.手配されている犯人を見たとき 。 やノ f トカ ーに事件の発生と 現場へ急行 機中央のボタ ンを 押し、タイヤルボ

・ ょっばらし、が人に迷惑をかけている するよう無線で指令します。 タンを押してください。

のを見たとき 。 したがって、 110番が早いほど作察 ・ たばこ屋さんなどの庖先にある赤や

.押売りが来て帰らないとき 。 官の現場到着が早くなり、犯人の検挙 ピンク色の電話機

. 人が倒れたり、苦しんだりしている や被害者の救助が早くなります。 そのままではかかりませんから、

のを見たとき 。 <110番の正しいかけ方〉 必ずお同の人に切替えてもらってか

このようなときは、すぐにみなさん 1 . 110番のかけ万は、電話の開類に ら 110番 してください。

の電話や近くの公衆電話で110番し て より少し違います。 2.110番をかけるときは、 あわてが

ください。 . みなさんのお宅の電話機 ちですが、おちついて次のことをは っ

2. 110番は、高 山県のどこの電話でか ダイヤルを 1・1・0と回してくださし凡 さりとお知らせください。

. 何があったか (けんか、交通事，1在、

強盗など。)

.いつ、 どこで (起きた時間、場所、

近くの目標物など。)

. どんな事件か (けが人などの事件、

事故の様子。)

. 犯人は (人数、人相、特徴、逃走方

IIIJな ど。)

. あなたの住所、氏名、電話番号、事

件事故との関係など。

.みんなの県政 昭和53年 4月号Ko.lll.企画発行富山県知事公室広報課 富山市新総曲輪 lの7ft31-3131(直通)〒930 印刷 掛チューエツ


